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令和３年度 投資事業評価調書（継続：再評価〔第１回〕） 

部課室名 
県土整備部土木局 

河川整備課 
記入責任者職氏名 
（担当者氏名） 

河川整備課長 勝野 真 

 （ 企画整備班主幹 森野 正之 ） 
内線 

4408 

（4437） 

事業種目 河川事業 水系名 由良川水系 

事業目的 

由良川水系竹田川圏域において策定した河川整備計画に基づき、戦後最大規模の広域的な被害をもたらした昭和

58年9月の台風第10号による洪水に対し、治水安全度を向上させ地域住民の安全・安心を確保する。 

（一）由良川水系竹田川圏域河川整備計画における｢計画的に整備を進める区間｣ 

本川 

 区間 延長 整備目標 事業の状況 前回評価年度 

 
① 竹田川 

土手井堰～上島井堰 

井堰 

5 箇所 戦後最大規模の洪水被害を引き起こした

昭和 58年 9月の台風第 10号による洪水を

安全に流下させる 

事業中 
H28（2016） 

策定報告 

 

② 竹田川 

市の貝川合流点～出合橋付

近 

橋梁 

井堰 

他 

未事業化 － 

支川 

 区間 延長 整備目標 事業の状況 前回評価年度 

 ③ 鴨庄川 0.8km 
昭和 58年 9月の台風第 10号による洪水を

安全に流下させる 
未事業化 － 

 ④ 前山川 3.2km 
昭和 58年 9月の台風第 10号による洪水を

安全に流下させる 

平成29年 

（2017） 

完了 

評価対象外 

 ⑤ 徳尾川 0.6km 
昭和 58年 9月の台風第 10号による洪水を

安全に流下させる 

平成28年 

（2016） 

完了 

評価対象外 

 ⑥ 市の貝川 0.9km 
昭和 58年 9月の台風第 10号による洪水を

安全に流下させる 

平成30年 

（2018） 

完了 

評価対象外 

 ⑦ 美和川 1.3km 
昭和 58年 9月の台風第 10号による洪水を

安全に流下させる 

平成29年 

（2017） 

完了 

評価対象外 

 ⑧ 滝の尻川 0.2km 
昭和 58年 9月の台風第 10号による洪水を

安全に流下させる 
未事業化 － 

 
⑨ 黒井川 

高龍寺橋～小野橋 
0.9km 

昭和 58年 9月の台風第 10号による洪水に

対し、家屋への浸水を軽減させる 
事業中 

H28（2016） 

策定報告 

公共審審査対象外 

 
⑩ 黒井川 

小野橋～馬橋 
0.7km 

昭和 58年 9月の台風第 10号による洪水に

対し、家屋への浸水を軽減させる 
未着手 

R3（2021） 

新規事業評価 

 
⑪ 黒井川 

馬橋～船城橋 
1.6km 

昭和 58年 9月の台風第 10号による洪水に

対し、家屋への浸水を軽減させる 
未事業化 － 
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由良川水系竹田川 河川整備計画 全体位置図 

竹田川圏域 
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【① 竹田川 】 
事業概要および進捗状況 

 今回評価内容 （ ）：前回評価時点 

工区 事業区間 整備内容 
 

全体事業費 進捗率 残事業費 

完成 

予定 

年度  

① 竹田川 

丹波市市島町 
中竹田～上竹田 

 
（土手

と で

井堰～ 
 

上島
かみじま

井堰） 

河床掘削 
井堰 2基 

（現況5基） 

事
業
費 

   24.2億円 

(24.2億円) 

  49％ 

(  0％) 

 12.4億円 

（24.2億円） 
R8 

 (R8) 
内
用
補 

  1.4億円 

(1.4億円) 

  0％ 

( 0％) 

 1.4億円 

(1.4億円) 

 

事業を取り巻く 

社会経済情勢等 

の変化 

気候変動の影響により、近年、豪雨災害が頻発化・激甚化していることから、河川改修に対

する地元の要望は強まっている。 

【前回評価時点からの事業計画・総事業費・工期の変更概要】 
変更なし。 

進捗状況 令和2年度に第4統合井堰（旧井堰3基の統合）が完了。 

評価視点 評価結果の説明 

審査会意見及び対応方針 

(H28年度策定報告) 

【審査会意見】 

  なし 

【対応方針】 

 － 

(1)必要性 ①竹田川流域は、昭和 58 年９月台風第 10 号(浸水家屋 947 戸)をはじめ、近年においても平成 26
年８月豪雨(浸水家屋 953 戸)等で多くの浸水被害が発生している。 

②当該事業においては、護岸、橋梁架替、井堰改築等が必要となっている区間が残っており、引

き続き河川改修を進める必要がある。 

(2)有効性 

・効率性 

 

(事業執行環境) 

①費用便益比：B/C＝2.1（河川整備計画の内、事業中である竹田川、黒井川の費用便益比） 

②井堰改築の際には、統廃合を行うことでコストの縮減を図ることができる。また、統廃合に関

しては地元と合意しており、事業執行環境は整っている。 

(3)環境適合性 
①従前からあった瀬や淵等を可能な限り保全・復元するなど多様な動植物の生息・生育・繁殖環

境への影響を最小限にとどめる。 
②井堰改築時に魚道を設置し、魚類の遡上に配慮する。 

(4)優先性 
固定堰未改築箇所の流下能力は低く、また井堰の統廃合では地元の合意も得られる等の執行環

境も整っており、早期に事業効果を発現させるためにも、優先的に改修を進める。 

再
評
価 

の
結
果 

継続 
左の 

理由 

事業の必要性は、前回評価時と変わっておらず、地域住民の安全・安心な生活環境

を確保するため、事業を継続する必要がある。 
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由良川水系（竹田川圏域） 整備概要図 

 
 

 
工区 

河川整備計画全体 前回評価まで 
前回評価から 

R3(2021)まで 

今後５年間 

R4(2022) 

～ 

R8(2026) 

今後６～10 年間 

R9(2027) 

～ 

R13(2032) 

①竹田川 

H28（2016） 

 ～R8（2026） 

【事業費=24.2 億円】 

・井堰改築 2 基 

・河床掘削 

－ 

【事業費=11.8 億円】 

・井堰改築 

 （第 4統合井堰） 

・河床掘削 

【事業費=12.4 億円】 

・井堰改築 

 （第 5統合井堰） 

・河床掘削 

－ 

 流下能力の向上 流下能力の向上  

 
 

 第 2 統合井堰 

第 3 統合井堰 

安下橋 

① 土手井堰 

② 十王堂井堰 

③ 下ノ段井堰 

④ 上嶋井堰 

⑤ 上島井堰 

計
画
的
に
整
備
を 

進
め
る
区
間 

① 竹田川  

市の貝川 

出合橋 

第 5 統合井堰 

第 4 統合井堰 

② 竹田川  

河積阻害物の改善 
井堰：5→2 基に統合 

第 4 統合井堰 
  ① 土手井堰 
  ② 十王堂井堰 
  ③ 下ノ段井堰 

第 5 統合井堰 
  ④ 上嶋井堰 
  ⑤ 上嶋井堰 

 出典：国土地理院 

黒 H28(2016)まで

黄 H29(2017)～R3(2021)

赤 R4(2022)以降

緑
河川整備計画において計画的に
整備を進める区間

凡　　例



横断図

位置図

事業区間 ：土手井堰～上島井堰
総事業費：24.2億円
内用地補償費：1.4億円
事業期間：平成28(2016)年～令和8(2026)年
事業概要 ：河床掘削、井堰2基
費用便益比B/C：2.1
（河川整備計画の内、事業中である竹田川、黒井川の費用便益比）

事業概要

目 的

河川整備計画（H28.5）に基づく治水安全
度の向上（昭和58年台風第10号程度の
洪水に対し、家屋への浸水を防止する）

河川事業 一級河川由良川水系竹田川 （継続：再評価〔第１回〕

浸水実績

浸水実績 (昭和58年9月) 浸水実績 (平成26年8月)

沖田井堰
第３統合井堰

土手井堰

十王堂井堰

下ノ段井堰

第４統合井堰

上嶋井堰

上島井堰

第５統合
井堰

築堤 L=0.16km

東勅使井堰

凡 例

橋梁

井堰

H28～R3まで
R4以降
河川整備において計画的に
整備を進める区間
浸水実績区域（S58.9台風）
浸水実績区域（H26.8豪雨）

高町井堰

安下橋

丹波市市島町中竹田付近

承認番号 平17近複、第42号

京都府
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事業進捗平面図
現況写真

工程表

①完成区間 (第４統合井堰)
(R2完成)

④残事業区間(第５統合井堰)
(上嶋堰)

：前回計画
：実施・計画

②完成区間 (第４統合井堰)
魚道(R2完成)

③残事業区間 (第５統合井堰）

（予定地）

①土手井堰

②十王堂井堰

③下ノ段井堰

④上嶋井堰

⑤上島井堰

①土手井堰
②十王堂井堰
③下ノ段井堰

第４統合井堰

④上嶋井堰
⑤上島井堰

第５統合井堰

凡 例

黄 H29（2017）～R3（2021）

赤 R4（2022）以降

竹田川

前山川

①,②

③

④

承認番号 平17近複、第42号

種別 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

用地補償

護岸

井堰
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事業の有効性・効率性

（１）費用対効果

①便益（B）の項目

②費用便益比（B/C）算出根拠

評価の視点 効果項目（費用対効果の便益内容）

治水安全度の向上 浸水被害の軽減 ・一般資産被害(家屋、家庭用品、事業所償却資産、農業家償却資産等)
・農産物被害、公共土木施設等被害、営業停止被害、応急対策費用

Ｂ(便益) Ｃ(費用)
Ｂ／Ｃ

便益額 代表的な効果 総費用 事業費 維持管理費

15,713 ・浸水区域内人口938人の軽減
・浸水面積206haの軽減 7,245 6,736 509 2.1

１）便益＝「治水事業を実施することによる被害
軽減期待額」を現在価値化

被害額＝一般資産被害＋農作物被害
＋公共土木施設等被害
＋営業停止被害＋応急対策費用

２）費用＝「建設費＋維持管理費」を現在価値化

7
※河川整備計画の内、事業中である竹田川、黒井川の費用便益比



（２）費用対効果に含まれない効果

（３）地域からの要望状況等

評価の視点 効果項目 該当する事業内容等

社会経済活動等
の安定

人的被害の軽減 ○
•浸水区域内人口、災害時要援護者の軽減
•最大孤立者を軽減

道路、鉄道等の交通途絶による
波及被害の軽減

○

•県道丹波竹田停車場線（3,948台/日）、岩崎市島線（2,057台/
日）等の交通途絶を解消
•国道175号（7,754台/日）の交通途絶を解消
•県道黒井停車場線（4,416台/日）の交通途絶を解消

ライフラインの停止による波及被害
の軽減

○
•電力の使用不能者の軽減
•固定電話・通信の使用不能者の軽減

水害廃棄物の発生の軽減 ○ •水害廃棄物、処理費用の解消

要望状況等

•井堰改築の際には、統廃合を行うことで地元と
合意しており、コストの縮減を図ることができる。

•地元要望として早期の改修完了が望まれてい
る。

参考：事業の変遷

昭和20(1945)年：阿久根台風洪水
昭和27(1952)年：竹田川改修工事（15.751km）

中小河川竹田川改良工事全体計画書認可
昭和58(1983)年：台風10号洪水
平成 2(1990)年：台風19号洪水
平成11(1999)年：由良川水系河川整備基本方針策定
平成14(2002)年：由良川水系竹田川圏域河川整備計画策定
平成16(2004)年：台風16号洪水
平成24(2012)年：由良川水系竹田川圏域河川整備計画（変更）
平成26(2014)年：8月豪雨
平成28(2016)年：由良川水系竹田川圏域河川整備計画（変更）
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